
（１） 依存症のメカニズム ー脳の変化―                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまな研究から発症のリスクを高める要因がある程度分かっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

どうしてはまってしまうのか？ 

ドーパミン経路 

報酬系回路 

側坐核 

快感を得るとドーパミンを放

出させて、その行動をクセに

させる機能を持っている。 

生きるために重要な機能。 

前頭前野 

意思決定に関わる部分 

ギャンブルを繰り返すことで 

「報酬系」に異常が起きる 

ギャンブルで勝っても 

満足できなくなる 

（十分な報酬が得られなくなる） 

ギャンブルを繰り返すことで 

前頭前野の機能が低下する 

ギャンブルへの欲求には敏感に 

その他への関心は薄くなる 

（判断力の低下、衝動性が抑えられない） 

ギャンブルを際限なく繰り返してしまう 

本人の意志・根性では解決できない 

家族の愛情では解決できない 

だ 

か 

ら 

じゃあどうしたら？？ 
♯３回復のためにできることへ 

（２） 依存症のメカニズム ー個人的要因―                             

ギャンブル依存症から抜け出す本，樋口進，2019 

（３） 依存症のメカニズム ー社会的要因―                              

男＞女 

負けず嫌い 

落ち着きのなさ 
性別 

性格 

衝動性の高さ 

刺激を求めやすい 

行動 

患者さんの中心は

40 代だが若いと

きの発症が多い 

年齢 

時間やお金の 

調整がしやすい 

環境 

うつ病など心の

病気がリスクに 

持病 

〇ギャンブル等依存症当事者が最も多く行っているギャンブルはパチンコ・パチスロです。 

広告を目にする機会も多く、日本においてギャンブルは非常に身近な存在です。 

〇ここ数年、公営ギャンブルのネット投票により手軽にギャンブルできる環境であると言えます。 

本人の意思が弱いからではない 


